
札幌市西区生活支援体制整備事業広報誌
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西区第三包括エリア
生活支援推進員
（発寒、発寒北担当）

佐藤　真美

カントリーハウス
発寒5条4丁⽬2-47 

☎011-667-7123

⽇替わり弁当、定⾷、ハンバーガーなどお持

ち帰り可。 相談があれば配達もしている。

こども⾷堂を兼ねた、「よろず⾷堂」は通常

よりも低価格でお持ち帰りも可能。

（毎週⽕・⽊・⼟18時から）

幼児100円こども（⼩中学⽣）200円おとな

500円から700円その他1品料理150円から

A

�

源光金物店
�

発寒4条4丁⽬3-15

☎011-661-2882

鍋や調理道具、掃除⽤品や⼤⼯道具、⽣活に必要

なもの全般を取り揃えていて、配達や修理、電球

交換など困りごとの相談も乗っている。店内が買

い物した⼈たちの交流スペースとなっている。

E

�

ユキの花舎
発寒5条3丁⽬8-17 

☎011-665-4311

花や肥料などの販売と配達を⾏っている。

庭作りや⽊の伐採、⼟作りから収穫後まで

の全般も⾏っている（要相談・有料）

D

�

佐藤タイル工業
発寒5条3丁⽬12-8 

☎011-661-2907

�タイル⼯事⼀式・施⼯をおこなう

Aのカントリーハウスの店先に並ぶ新鮮な

季節野菜を仕⼊れている。�百合が原のたま

ねぎ農家（ご親戚）から運んでくるので鮮

度がよい。佐藤タイルへ直接連絡して野菜

を注⽂することも可能。地⽅発送や配達を

希望する⼈には対応している。（要相談）

C

�

JR発
寒
中
央
駅

＃０3

GOOＤ�NEWS

つなぐぅでは支え合いのまちづくり活動を紹介します

第3号
令和3年秋
2021年11⽉発⾏

第３号は発寒地区の地域に密着したお店を取材したので紹介します。

地域のお客様のために親⾝になって配達をしてくれるお店です。

ＧＯＯＤ

㈱中央プロパン
阿部商会

発寒５条３丁⽬８−１９

☎011-661-2889

燃料・ガス・灯油の配達を⾏う。エコ

タウン発寒活動と⽊⼯作品制作も⾏う
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スーパーダイイチ（移動販売とくし丸）
ツルハドラッグ（お買い物配送サービス）
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記事の内容は各店舗へ直接お問い合わせください

地域密着で長く発寒で
営んでいるお店が、

まだまだたくさんあります。



発⾏・お問い合わせ先

みんなでいっしょに

考えよう
応援します

�

⻄区⽣活⽀援体制整備事業

第1層⽣活⽀援

コーディネーター
（⻄区全域担当）

加藤 陽介

札幌市⽣活⽀援体制整備事業では区ごとに、第１層コーディネーター

（区全域担当）と⽣活⽀援推進員（包括⽀援センター地区担当）

が配置されており、⾼齢者の⽅々が住み慣れた地域で⽣活し続け

られるような仕組みづくりの⽀援を⾏っています。⻄区全域で

の活動は、区内で各種サービス等を提供する団体で構成する

協議体を開催し、情報交換や今後の取組について協議をし

ます。また、⻄区⽣活応援ボランティアグループを結成し、

毎⽉定例会を開催しています。

 
西区第二包括エリア

　　　生活支援推進員
（西町、西野担当）

北村　久美子

教えてください

社会福祉法⼈ 札幌市⻄区社会福祉協議会  

〒063-0812 札幌市⻄区琴似2条7丁⽬⻄区役所１階 TEL��011-641-6996����FAX��011-611-6620
1層コーディネーター

へのお問い合わせ先

札幌市北区新琴似2条6丁⽬４−１９
（地域交流拠点ピリカ内）

TEL 011-792-5524 FAX 011-792-6001

受託法⼈����特定⾮営利活動法⼈

ワーカーズコープ

西区第一包括エリア
生活支援推進員
（八軒、八軒中央、
琴似二十四軒、山の手担当）

庄司　美智子

生活支援推進員（第2層生活支援コーディネーター）
地域の⾼齢者が、住み慣れた地域でいつまでも安⼼して暮らせるよう、⽀え合いの体制を整える役割をもっています

 ◆地域の素敵な取り組み 

◆ちょっとした困りごと

◆まちづくりアイディア

�

�

���住⺠や各機関と連携して

話し合いの場をつくります 

⽀え合いの

ボランティア活動
�

�

�

第１層コーディネーターのご紹介

その昔、「⻄野⽶」と呼ばれる

美味しい⽶の産地だった⻄野地

区。⾃宅でバケツを使って稲を育

て、収穫した⽶を「⼦ども⾷堂」

に寄付するという健康維持と社会

貢献がセットになった活動を⻄野

平和地区の介護事業所ケアフル⼼

陽の宮本所⻑が発案、当別町の⽶

農家の協⼒を得て茶わん⼀杯の⽶

どころと銘打って実施しました。

40名ほどの⽅がボランティアに

よる⽉1回の⾒守りを兼ねた巡回

指導のもと活動しました。

来年は皆さんもご⼀緒にいかがで

すか？

集まらない交流
＆

⽣きがいづくり

10⽉28⽇に⽣活⽀援推進員主催の「まわしよみ新聞」

が開催されました。新聞の切り抜きを持ちよりその話

題について話す、ゆるいコミュニケーションの場を⽬

指しています。新聞を通して地域へ⼀歩出るきっかけ

になればいいなと思い企画しました。⼋軒にある地域

に密着している佐藤新聞販売店さんが、「まわしよみ

新聞」を⾏ったことがあるとの情報を得て、いつか地

域でやってみたいと思い温めていた企画です。

佐藤新聞販売店さんに相談した所、協⼒にご快諾いた

だきました。周知は道新のトーク１０区や地域の三⾓

⼭放送局にも取り上げていただき、⼋軒ふくしのまち

推進センターには宣伝の協⼒を得ました。当⽇、皆さ

ん楽しかった、またやろうというお声、⽊下事務局⻑

よりぜひ継続して⾏った⽅が良いとの⼒強いお⾔葉を

いただき１１⽉１８⽇に２回⽬を開催する運びとなり

ました。今後、地域の居場所

として続けて⾏っていく為に

どのような⼯夫が必要か地域

の⽅々と⼀緒に考えていき

たいです。

⼋軒

まわしよみ

新聞


